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愛着障害とは何か
1. 概要
愛着障害（Attachment Disorder）は、幼少期に主要な養育者との安定した愛着関係が形成されないこと

で、後の対人関係や情緒的な発達に深刻な影響を及ぼす障害です。愛着理論は、ジョン・ボウルビィとメアリ
ー・エインズワースによって提唱され、愛着関係が個人の精神的な健康において重要な役割を果たすことを示
しました。愛着障害は、特にトラウマやネグレクト、虐待を経験した子供に見られることが多いです。

2. タイプ

愛着障害にはいくつかのタイプがあります：

反応性愛着障害（RAD: Reactive Attachment Disorder）: 他者への関心や反応が極端に少なく、

情緒的に引きこもりがちになります。通常、幼少期の重度のネグレクトや虐待が原因とされていま
す。

脱抑制型愛着障害（DSED: Disinhibited Social Engagement Disorder）: 見知らぬ人に対して

過度に親しげな態度を示し、適切な人間関係の境界を理解できない状態です。これもまた、幼少期の
適切な養育環境の欠如が原因となることが多いです。

内容
1. 愛着の理論的背景
愛着理論は、ボウルビィによって提唱され、エインズワースの「ストレンジ・シチュエーション法」によって
実証されました。ボウルビィは、愛着を「生物学的にプログラムされた行動システム」と捉え、子供が養育者

に対して愛着を形成することで、安全基地としての役割を果たすことを示しました。

安全基地: 養育者が子供にとっての安全基地となることで、子供は安心して環境を探索することができ
ます。

愛着行動: 子供が養育者に近づこうとする行動を指し、これにより情緒的な安定が保たれます。

2. 発達と影響

愛着関係は、個人の情緒的な発達や社会的なスキルに大きな影響を与えます。安定した愛着関係を持つ子供
は、情緒的に安定し、自信を持って環境を探索することができます。一方、愛着障害を持つ子供は、以下のよ
うな問題を抱えることが多いです：

情緒的な不安定: 急激な感情の変動や、感情のコントロールが難しい状態。

対人関係の困難: 他者との信頼関係を築くことが難しく、孤立しがち。
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行動問題: 衝動的な行動や、適切でない行動を取ることが多い。

意義
1. 早期介入の重要性

愛着障害の早期発見と介入は、子供の将来の情緒的な健康において極めて重要です。早期に適切な支援を受け
ることで、愛着障害による影響を最小限に抑えることができます。

2. 社会的な影響
愛着障害は、個人だけでなく、社会全体にも影響を及ぼします。適切な愛着関係を持たない子供が増えること

で、将来的に社会的な孤立や犯罪行動の増加につながる可能性があります。

3. 教育と福祉の分野での応用
愛着理論は、教育や福祉の分野においても重要な指針となります。教師や福祉職の専門家が愛着の重要性を理
解し、子供たちに適切なサポートを提供することが求められます。

治療における具体例
1. プレイセラピー（遊戯療法）
プレイセラピーは、特に子供に対して有効な治療法です。子供は遊びを通じて自分の感情や経験を表現し、治
療者はそれを通じて子供の内的世界を理解します。例えば、砂遊びや人形遊びを通じて、子供の不安や恐怖を

表現し、それを治療者が受け入れることで安心感を提供します。

2. 家族療法
家族療法は、子供とその家族全体を対象にした治療法です。家族のダイナミクスやコミュニケーションパター
ンを改善することで、子供の愛着障害を緩和します。例えば、家族全員が参加するセッションを通じて、親子

間の信頼関係を再構築します。

3. 認知行動療法（CBT）
認知行動療法は、子供のネガティブな思考パターンを変えることを目指します。例えば、愛着障害を持つ子供
が「誰も自分を愛してくれない」と感じる場合、その思考を挑戦し、より現実的でポジティブな視点を養う手

助けをします。

4. 親子関係の改善プログラム
親子関係の改善プログラムは、特に養育者が愛着理論を理解し、適切な育児方法を学ぶことを支援します。例
えば、養育者が子供の感情を認識し、適切に対応する方法を学ぶことで、子供との信頼関係を強化します。

5. アタッチメント・ベースド・アプローチ
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アタッチメント・ベースド・アプローチは、養育者と子供の愛着関係を強化するための特定の技術や戦略を用
います。例えば、養育者が子供に対して一貫性のある対応をすることで、子供が安全感を持てるようにしま

す。

まとめ
愛着障害は、幼少期に主要な養育者との安定した愛着関係が形成されないことで発生する情緒的および対人関

係の障害です。この障害は、情緒的な不安定、対人関係の困難、行動問題など、個人の発達に多大な影響を及
ぼします。早期介入と適切な治療が非常に重要であり、プレイセラピー、家族療法、認知行動療法などの治療
法が有効です。また、教育や福祉の分野においても、愛着の重要性を理解し、適切な支援を提供することが求

められます。愛着障害の理解と対応は、個人の健康だけでなく、社会全体の福祉にも寄与する重要な課題で
す。
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